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を確立した。哺乳類では初の成功であり、その成果は 1981 年の Nature 誌に ｢ マウス胚
からの多能性胚性幹細胞培養系の樹立 (Establishment in culture of pluripotential cells 
from mouse embryos)｣ として報告した (Nature 1981,292:154-6)。一方、Capecchi 氏









・マウス胚由来幹細胞における変異HPRT遺伝子の標的修正法(Targeted correction of 
a mutant HPRT gene in mouse embryonic stem cells. Nature 1987, 330:576-8)
・マウス胚由来幹細胞のターゲティングによる部位特異的変異(Si te -d i rec ted 
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mutagenesis by gene targeting in mouse embryo-derived stem cells. Cell 
1987,51:503-12)
（２）物理学賞
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Arbert Arnold Gore Jr.（米）：
気候変動に関する政府間パネル（スイス）　（IPCC：Intergovernmental Panel on 
Climate Change）
　
受賞理由
「人類のもたらす地球規模の気候変動に関する知識を広め、変動を最小限にとどめるた
めの方策の基礎を築いたこと」に対して
　将来の気候変動に繋がる変化の兆しについては、最大限の関心を持って扱われなけれ
ばならないし、いかに予防していくかを最優先に考えなければいけない。大規模な気候変
動は、多くの人類の生活状況を脅かす可能性があり、結果として大規模な移住が必要とな
る場合には地球資源の争奪に繋がる事も懸念される。このような事態は、特に発展途上国
などの脆弱な国々への重い負担となる上、地域間の紛争や戦争も増加する可能性もある。
　IPCC（1988年設立）は過去20年間に発行されたレポートを通じて、人類の活動と気候
変動との関連性について検討し、広範なコンセンサスを構築してきた。数千人に及ぶ科学
者や関係者が100以上の国から参加し、多くの関連する研究結果を精査し、地球温暖化を
確証するために協力してきた。1980年代には、地球温暖化についての議論は、単なる興味
深い一仮説にすぎなかったが、1990年代には堅実な証拠が次々に見出され、ここ数年で
は地球温暖化と人為的な活動との関連性が、明確に確証されるまでにいたっている。
　Gore 氏は、世界で最も環境保護に取り組む政治家の一人として、長い間活動してきた。
世界が直面している脅威にいち早く気づき、気候変動問題との闘いに取り組み、政治活
動、講演会、映画や書籍を通じて、強いコミットメントが示された。人類が採るべき方
策に対する理解を、個人として最も世界に広めたと言える。
　この受賞によって、気候変動問題に関する議論のプロセスと意思決定が今まで以上に
進展し、結果として世界の将来の気候が守られ人類に対する脅威が低減する事を、ノル
ウェーノーベル委員会は期待している。人類が気候変動を止められなくなる前に、今す
ぐ行動が必要である。
参考文献：ノーベル賞ホームページ、http://nobelprize.org/
